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研���
省エネルギーCO2�離回�
アミン��を⽤いた�����によるCO2�離回�は⼯業�さ
れていますが、エネルギー�消�型であることが�題です。当

研��では、CO2��時にCO2��相と希�相に��相�離する
アミン・エーテル�����が、CO2��および再⽣の双�を
促�し、�離回�に必�なエネルギーが⼤幅に下がることを⾒

�しました。さらなる省エネ�を⽬指し、その場�����を

⽤いたCO2��・再⽣�構の��や��シミュレーションによ
る�����開発にも�り�んでいます。また、��をストリ

ッピングガスとしてCO2再⽣を促�、得られたCO2・����ガ
スをメタネーションやメタノール�成等のCO2利⽤プロセスの
���料とする「CO2�離・回�・利⽤の��プロセス」を提
�し、ラボプラントによる����、エネルギー�価を��す

ると共に、�械メーカーと共同で�⽤�に向けた�技�の開発

を�めています。

https://www.material.nagoya-u.ac.jp/nori_lab/
Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya 464-

8603, Japan

はじめに
当研��では、��⼯�、�離⼯�をベースに����の��率エネルギー・物���、ＣＯ２の�離回�、ＣＯ２の有�利⽤

に�する研�を⾏っています。現在、スタッフ8�（則永⾏��授、�⽥�助�、���任助�、チェチョルヨン�任助�、柳
瀬�⼀�任助�、チャンクウィン�⼠研�員、事�・技���２�）、�⽣20�（�⼠�期3�、�⼠前期（�⼠）11�、��
⽣4�、研�⽣2�）の�28�（内留�⽣5�）で活動しています。⼤��⼯�研�科��システム⼯�専攻、⼯��マテリアル
⼯�科の��を担当するとともに、����を��するために�立された未来�����構も兼�し、各種（�内・��・国

�・��）��プロジェクトの��、��にも�わっています。

メタネーション

再⽣可�エネルギー由来、あるいはCO2フリー��とCO2を�料
とするメタネーションを�む、いわゆるPower to Fuelは、�陽
�・⾵⼒⼤量��時代において重�性を�すと�えています。

これまでメタネーションプロセスの⼤�模��例はなく、��

�度モデリング、��流体⼒�を�使して、スケールアップの

���に貢�したいと�えています。メタネーションは発�可

���であり、��温度�布を�現する��固�����を�

�するために、��・��・流動を�慮したメタネーション�

������コードをオープンソースベースで開発しました。

プロセス�⽤�に向けて��・プラントメーカー、��開発�

業、国立研���と共に�り�んでいます。

��⽤コークス

�コークスを形成する�料�の��量は�られており、�価な

�材から��⽤コークスを��する技�の開発が�められてい

ます。固体���料の�留・�����構の��や����操

作により、�品�の�料から�品�のコークスを��する技�

の開発を��メーカーと共に�り�んでいます。

固体����の�����

固体����ガス�を�由する��サイクル発電は、�焼ボイ

ラ発電と��して��率な発電を可�とします。ガス��内で

�⾏する����を��・ラジカルレベルでモデリングし、�

量ではあるがプロセス��上問題となるタール、すす、硫⻩や

���有��物の���性を予測し、ガス�の�界までの��

率�を⽬指しています。また、国内�のトップクラスの研�者

との��を�めており、��な����モデルと�内��、流

体�算との����により、�上�算による�内の可��とガ

ス��性の予測を�現したいと�えています。

セラミック��材

セラミック��材(CMC)を、バーナー�下流の��や動�に��
したエンジンの�⽣���への��が�んでいます。価���

⼒と品�制�⼒を�えた⼤量⽣�技�が、CMCの汎⽤�品�に
は�かせません。�たちは、SiC��で��されたSiC���材料
の⼤量⽣�技�の開発に��シミュレーションで貢�したいと

�えています。��気相���によるCMC��に�して、��
��、物��動、��に�う��常性を�慮した独⾃のシミュ

レーション技�の開発をメーカーと共に�めています。


